




























































第二部では、道真詩の「雪J r月J r梅J r舞Jなどの語がどのような見立て表現や比
輸性を持っているかを、白詩の影響関係の中で追求したものである。 r雪Jに関しては常
套的な詩語であり、本論文が述べるほどには白詩の影響が強いとは必ずしも言えないが、
「月J r梅」などの比略表現に関しては、道真詩が白詩の影響を受容しつつ、それを超越
して独自の世界を築いたという論述は、充分に納得できる内容になっている。とりわけ「月J
に天皇や自己を投影した表現は、中国にはないものであり(中国では天子は太陽に比輸さ
れる)、道真詩のこの独創性を指摘したのは、本論文の功績である。
本論文は個別に発表したいくつかの論文をまとめたものであるが、論述や引用文などに
重複が目につき、揮然一体と融合しているとはやや言い難い点が残ったのは惜しまれる。
しかし、こうした欠点を含みつつも、全体として先行研究を丁寧に踏まえて、見立てや
比輸表現という観点からのユニ}クな分析、白詩との影響関係の詳細な考察、そこから最
終的に菅原道真に対する白居易の思想的な影響を指摘するという論述過程と全体構成は、
充分な説得力をもち得ており、学位論文にふさわしい内容を備えていると判断する。
